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―
― 山学校隊員募集

611Ⅲ,の計可中定―■
HAJは 、一人でも多くの意欲ある登山者にヒ

マラヤ遠征の機会をと、1977年以来、 4度 にわた

り延べ90名近い会員をヒマラヤ登山学校隊として

派遣 してきました。このヒマラヤ登山学校は、確

かな技術と経験を有する指導者 (イ ンス トラクタ

ー)の統括のもとに、安全かつ確実を第 1に でき

るだけ多 くの隊員が頂上に立つことを目標として

実施するものです。

国内における企画・ 研究・ 準備実務からはじま

り、登山現場での高所登山技術の習得、帰国後の

総括・ 報告までの遠征のすべての過程に隊員が参

画 して行なうことをモットーにしております。

81年は、日本のヒマラヤ登山が初まって45周 年

にあたります。HAJ登 山学校はその発祥の地、

ナンダ・ コットで行なう予定です。

ナンダ・ コットはイ ンナー・ ラインにあり、未

解禁のビークですが、HAJの 特別な活動により

実現する見通 しであります。渉外上、メンバーを

早 く確定させ る必要がありますので、できるだけ

早 く申しこんで下さい。

目的 ①ナンダ・ コット(6,861れ )の登頂。

② ヒマラヤ登山の基礎習得

時期 1981年 9月 14日 (日 )～ 10月 12日 (日 )

29日 間 (登 山期間 15日 間)

負担金 69万 円 (航空運賃、他の変動によリスラ

イ ド)

定員 隊員20名 (申込順)イ ンストラクター 4名

申込み 1980年 8月 31日 まで下記あて申込むこと

(詳 しい資料を送ります。)

0160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀

橋食糧 ビル新館506 日本 ヒマラヤ協会

表紙写真 バ ル ンッ ェ(Bamntse 7,720π )

ホングコーラ・パ ンチポカリよ り(写 真右側 ) 緒方 奎介

E77A Nolos
1. KoM.ヘル リヒコファー

3.ヒマラヤニュース <地域・新刊・ トピックス>
6.特  集

ケグルナー ト  1980年 HAJ登 山学校

11.NEFA 人 と風土 沖  允人

17.カ ンチ通信No.6。 No.7

1& 睡巨憂□ 遠 征 学 入 門⑮
ヒ マ ラ ヤ 閑 話⑫

清水  澄

五百沢智也

χ事務局 日誌

セミナー・ トレッキングに参加 して 由良 珠江2寄稿

ヒマラヤ放談
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レ フ →
し ヽ ′ ヤ放談

今春カンチェンジュンガの偵察に向ったHAJ

隊は、現地でヘルリヒコファー氏の率いる国際隊

と遭偶、BCも隣 りあって設営 した。隊は早速表

敬訪問 し、こガを機会 にインタビューを試みるこ

ととなった。ヤルン谷の奥深く、カンチェンジュ

ンガを真正面に見る高地 (標高 5,200メ ー トル)

での対話は、野性味 も手伝 って楽しいムードの中

で行なわれた。今さら説明の必要もないほど世界

的に有名なヒマラヤニス トであるヘルリヒコファ

ー氏は現在64才、あいかわらず精力的な活動を見

せているが、さてその素顔は……。
Ko M.ヘルリヒコファー

兄の死を機に山の世界ヘ

―
お生まれはどち らですか ?

ヘル リヒコファー  ドイツのババ リア地方です。

1916年 生まれです。

一
山登 りは、 いつ頃か ら始めたんですか ?

ヘル リヒコファー 私の場合、若い頃はクライマ

ーではな く、 マウ ンテ ンワンダラーでしたよ。私

の兄 (ウ ィ リー・ メル クル)は優秀なクライマー

で した。兄は1932年 と34年 にナ ンガ ●パルバ ツ ト

に遠征 しましたが、34年の遠征の時に稜線の高み

で消息を断って しまったのです。そういったこと

がキ ッカケとなって、私 もやがて山に登 るよ うに

なった。ババ リア,ベル ヒスガーデン, キンガー

マウ ンテ ンなどに登 りました。
~最

初の遠征は1953年 のナ ンガパルバ ッ トで

したね。

ヘル リヒコファー そ う、ヘルマ ン・ ブールが登

った時で、ラキオ ト氷河か ら行きました。あれは

ものすごく長いルー トだった。兄の死んだルー ト

です。 71側の ラキオ ト氷河を登り、 C3・ に入 って、

そこから頂上 までまだ 71mあ った。登頂 した後も

非常に長い時間かか って帰 って来たのです。

一
あれは歴史に残る ドラマチ ックな登攀で し

たね。

ヘル リヒコフ ァー ええ、 まった くです。それか

ら61年 にはもうひとつのルー ト、ディアミールフ

ランケに行きました。昔ママリーが試みた所です。

この年は 7,000メ ー トルぐらいで帰って来ました

が、翌62年には成功 しました。キ ンスホーファー,

マンハル ト、それにレーウが頂上 に立ちましたが、

でもレーウは帰って来なかった。

一
で、その後がルパール壁へ の挑戦となるわ

けですね。

ヘル リヒコファー そうです。ここはものすごい

壁で手こずりました。何 しろ 4回 も行きましたか

らね。 (注 :63年 ,64年,68年 ,70年 )で も1970

年の遠征でメスナー兄弟, フェリックス・ クーペ

ン,ペーター oシ ョルツが初登攀に成功しました。

この時のギュンター oメ スナーの遺品を、日本の

遠征隊がディアミール側壁で見つけています。

(注 :1976年 福岡大学隊)

最高のルー ト、SEピ ラー

―
そ うすると、通算でナ ンガ ●パ ルバ ットに

何回行かれたんですか ?

ヘル リヒコファー その後も行 って るし、え―と

9回 ぐらいかな。

一
もう取 り憑かれたよ うです ね。何故そうま

で頻繁にナ ンガ・ パルバ ッ トに向かわれたのです

か。何か特別な理由でも…… ?

ヘル リヒコファー ひとつは兄の死んだ山だか ら
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です。それで最初にラキオトサイドから入ったん

です。これに成功した後、私はK2に行きたかっ

た。ところが、1954年 にA・ デジオの隊が登って

しまった。次に ヒドゥン・ ピークを考えたけどパ

ー ミッションを取得 したのがひどく遅 くなって し

まって、出発までにお金が思 うように集ま らなか

った。そ こで、そんなにお金のかか らないもっと

近い ピークを、 と考えなおしたのです。 ヒ ドゥン

・ ピー クはあまりにも遠い。

一
ナンガ ●パルバットなら近いですね。

ヘルリヒコファー そうです。そこで「同じピー

クで違 うルー トを」という発想になった。

一
ルパール壁の成功の後は、いろいろな山域

で活躍なさってますね。

ヘルリヒコファー ナンガ・ パルバットの後は東

グ リーンランドに行きました。72年だったかな。

アルプスやピレネーにも出かけました。これもな

かなか楽 しいですよ。75年にはまたナンガ・ パル

バ ットに行って、ディアミールの谷に入り、楽 し

い 日々を過ごしました。

一
ナンガ・ パルバットでは、 もう新ルー トを

開拓する気はないんですか ?

ヘルリヒコファー 大いにある。サウスイース ト

ピラーですよ。

一
サウスイーストピラーというと?

ヘル リヒコファー ルパール壁の隣です。す ぐに

でも行きたいところだけど、今はパキスタンがあ

まりいい情況でないようだ。

一
おもしろいルー トなんですか ?

ヘルリヒコファー ナンガ ●パルバッ トで最高の

ルー トでしょう。非常に困難です。

一
なるほど。今まで登 った中では、どこが最

も興味深かったですか ?

ヘル リヒコファー ゃはり1970年 のルパール壁で

す。クラシックルー トは現代ではあまり良 くない。

あそこはあまりにも長すぎる。キンスホーファー

ルー トは悪 くない。76年 にはハ ンス oシ ェルがル

ー トを開いてるけど、あれもなかなかいいルー ト

です。

本 当は南峰 へ行 きたか ったが …

―
今回のカンチェンジュンガ遠征は、どのよ

うな動機でお初め にな ったのですか ?

ヘル リヒコファー 今、私にとってエ ヴェレス ト

はあま り興味深い対象ではない。そこでカンチェ

ンジュンガを考えた。で も本当は、主峰ではなく

南峰へ行 きたかった。 ところが南峰ではパー ミッ

シ ョンが取れない。 また、あなたがたとは別のも

うひとつの 日本隊は、先に北面の許可 を得ていた。

そこで いろいろ考えたけど、第 1案 と しては、グ

レー トシェルフか ら主峰ヘダイレク トに登る新ル

ー トを開拓するつもりでいる。あそこの正面に岩

稜が見えますね。その右手に小さなクー ロアール

が走 っているで しょう。あ そこを行 こうと思 う。

もしそれが不可能なよ うな ら、主峰と中央峰の間

の クー ロアールを登 って、そこから国境稜線づた

いに主峰に達す るルー トも考えている。

一
今回、酸素は使い ますか ?

ヘル リヒコファー 60本 用意 してきま した。

一
今、隊の進行情況 はどうですか ?

ヘル リヒコファー 先端が C2入 りして、 C3ヘ

向ってい ます。ポー ター問題等でキャラバ ンが遅

れ、そのために登攀 も予定 より遅れてい ますが、

まあ何 とか行けるで しょう。

一
成功を祈ってい ます。

ヘル リヒコファー ありがとう。ところで、あな

たがたの来年の トラバース計画はすば らしいじゃ

ないですか。あれはベ リービューティフルライン

だ。ぜひ成功させて下さい。

一
がんばりたいと思います。日本へ帰ったら

また御連絡しますが、今後情報交換などよろしく

お願い したいと思います。

今日はありがとうございました。御協力を感謝

しています。 (インタビュー構成 菊地薫・角田不二)

<注>このインタビューは、 4月 20日 に行なわれ

たものです。この後、国際隊はルー トをノーマル

ルー ト (55年 英国ルー ト)に変更し、 5月 15日 、

隊員 1名 とシェルパ 3名 が登頂しました。なお、

登頂者は北面に山学同志会の第 1次 アタック隊の

トレースを見たと語っており、またこのパーティ

ーの トレースも、同志会第 2次 アタック隊によっ

て確認されています。同志会の大宮氏が頂上で国

際隊の残 したビスケッ トを頬張ったというエピソ

ー ドも残っています。
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1977年 度にイ ンドを訪れたアメ リカ人は 74,531

人・ 8年度は 84,51人 でイギ リスに次いで第 2位

を占めた。月別にすると、最も多 くのアメ リカ人

が訪れたのは10月 である。一方 フランスは 8月 西

ドイツ人とイギ リス人は12月 が多い。アメ リカ人

は滞在期間は平均 して 25日 、 ヨーロッパ人 る.7

日、 アジア人は 31.1日 で、年令別にすると、 アメ

リカ人は31-50才代が最 も多 く、姓別には男性 61

7%、 女性 38.3%で ある。 1977年 イン ドを訪れた

外国人は 640,422人であるが、78年 には 747,995

人に増加 した。

グライ・ラマ訪中 ?

1959年 イ ン ドヘ亡命 したダライ・ ラマDda
Lamは 5月 13日 UNIと の記者会見で、今年 も

しくは来年中国の指導者 と会談のため中国を訪れ

るか も知れない と語った。昨年 ダライラマの代表

が北京とチベ ッ トのラサ Lhasaを訪れている。

マニプール州の政情不安

4月 28日 婦人 1人が死亡 したことに抗議 してイ

ンパール (マ ニプール)で若者が騒 ぎを起 こし、

軍隊が出動 し、約 150人が逮捕 された。マニプー

ル以外か らの移民 に対する反感を持つ学生指導者

と関係があるといわれ、 4月 28日 に 2日 間の外出

禁止令が出された。暴徒は工場,住宅,車等に放

火 し、29日 現在 イ ンパール近郊の部落では約 2,50

0人が家を焼かれ、又 5,000人 以上が安全な場所

に避難 した。

5月 4日 には トリプラ州都 アガルタル附近の町

で約50人 の部族民が市場を襲い 5人が殺 された。

5月 18日 にはマニプール州の一部に夜間外 出禁止

令が出された。 シ ンR.K.D.Sin」1マ ニプール州

首相の言によれば、外部か らの撹乱分子の侵入 を

防 ぐためであるとい う。

(日 印協会報 19∞。6よ り転載)

《ネパ…―ル》

旅行・トレッキング代理店

に関する新規則

ネパール政府は5月 27日 、観光事業規則の一部

を改定 し、官報でもって公示 した。その幾つかを

紹介する。

① 旅行・ トレッキ ングの代理店 (エ ージェント)

が外国人から得た トレッキ ング用品を売却・ 贈

答する等の行為を禁止する。

② ポーター賃金は 1日 当り、標高 3,700π 以下

では21ル ピー、 3,700π以上の山地では30ル ピ

ーとする。また、ポーターヘッ ドには同様30ル

ピー,45ル ピーを支払 うこと。

③ 山地 (3,700π 以上)で 雇用するポーターが

死亡 した時は10万 ル ピーの保険金を支払う義務

を負 うこと。 (こ れは、その後 25,000ル ピー

に引下げられたもようである。 )

④  3,700π以上では、ポーターに トレッキング

用靴 1足, ジャケット, ショール,手袋 1足を

最少限支給すること。

また、 2,438れ以上の高地ではズック靴 1足 ,

ショールを支給すること。

(ラ イジング・ ネパール紙か ら)

①渡辺建夫,「 インド最後の王 一 ティープー・

スルタンの生涯 ― 」,晶文社,198005,303p,

1,600円 。

②雲南人民出版社・ 編,「逃婚調・ 重逢調・ 生産

調― 側 鞍 民間長詩三首 ― 」,昆明 (中 国雲

南省),雲 南人民出版社, 19∞・ 1, 182p,四

角八分 =290円 ,(中 国語。初版3440部 )。

③小椋桂著/宮 田雅之・ 切り絵,「聞いたことも

ないシルクロー ド物語」, 日本放送出版協会,

1980・ 5, 165p十 楽譜, 1,400円 。

④イブン=ハル ドゥーン著/森本公誠・ 訳,「歴

史序説・ 第二巻」, 岩波書店,19∞・ 5, iX+439R

4,700円,(イ スラーム古典叢書)。

-3-
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■■■l H!MALAYA NEWS
⑤長沢和俊,「探検学一 未知の世界に挑んだ男

たちの記録 一 」,大陸書房,19∞・ 6,246p,

1,300円 。

③栗林一路,「中年からの山歩き入門」, 山と渓

谷ネ± 19〔Ю06,357p, 1,000円 。

⑦NHK取 材班/井上靖っ「敦違一 砂漠の大画

廊」, 日本放送出版協会, 19∞・ 6,242p,

1,500円 ,(シ ルクロー ド=絲縞之路,第二巻)。

③常書鴻他著,「敦連の美術 一 莫高窟の壁画,

塑像 一 」, 大日本絵画, 19∞・ ,178p,(A
4変型版), 3,2∞ 円。

①緒方靖夫,「激動のアフガニスタンを行 く」,

新日本出版社,198006,243p′ , 800円。

⑩熊谷枢,「画集―
ヒマラヤの山と人一 」 ,

鎌倉書房, 1980・ 6,223p, 1,200円 。

①クシワン ト0シ ン著/斎藤昭俊・ 訊  「イ ンド

のシク教」, 国書刊行会, 19∞・ ,230p,
2,500円 。

⑫木ノ切恒雄,「蒼眠の詩― イスラムー 」,

サ ンケイ出版, 19∞・ 6, 

“

p, 3,800円。 (写

真集)。

⑬ヘディン/西義之・ 訳,「シルクロー ド」, 自

水社,19∞ 06,304p, 1,600円 ,(新 装版)。

⑭ヘディン/関楠生・ 訳,「 さまよえる湖」, 自

水ネ七 19∞ 06,317p, 1,600円 ,(新 装版)。

⑬ヘディン/宮原朗・ 諷  「戦乱の西域を行 く」,

自水社,19∞・ 6,283p, 1,600円,(新装版)。

⑩吉田実,「モ ンゴル」,古今書院 1980・ 6,

258p, 1,300円 ,(リ ージョナルブックス)。

①中村芳男,「丹沢山暮 らし」, どうぶつ社,

1980・ 6, 260p, 980円 。

①横山厚夫,「幾つかの山」,朝 日新聞社,19∞・

6, 238P, 1,200円。

⑩ジョージ。オーウェル著/宮本靖介・ 土井一宏

●訊|「 ビルマの 日日」,音羽書房,19∞・ 5,

346p, 2,000円 。

④菅沼晃,「サンスクリットの基礎と実践」,平

河出版社, 19∞ 05,287p+23p, 2,500円 。

④中村元・ 訳,「 ブッダ最後の旅 一 大パ リニッ

バー十経 一 」,‐岩波書店, 19的・ 6,326p,

500円,(岩 波文庫325-1)。

秋のヒマラヤ集会 9.21～ 23

くトレッキング・セミナー〉

今年も富士山で恒例の秋のヒマラヤ集会を開催

いたします。

このころの富士は、夏のにぎわいも遠 く去って

カラマツの黄葉が見事な静かな山です。散策もよ

し、登頂もよし、どうぞ家族連れで気軽に参加し

て ください。 トレッキングセミナーもあわせて行

ないます。

○ と き 昭和55年 9月 21日 (日 )～ 23日 (火 )

(秋分の 日)

○ ところ 富士山 (5合 目佐藤小屋をベース)

○ 日 程

9月 21日 (日 ) 14時 まで佐藤小屋集合。

●オ リエンテーション (14時～15時 )

●トレッキングの楽 しさ (15時～ 18時、ヒマ

ラヤ各地域の トレッキングスライ ド)

・ 懇 談 会  (19時～21時 )

9月 22日 (月 ) 5時 起床

・ Aパーティ……富士登山 (頂上往復)

・ Bパーティ・……お中道めぐり・ 自然観察

(講習)

・ 座 学|  ヒマラヤ トレッキングのハウ・

ツウ (17時 ～20時 )

9月 23日 (火 )

・ 座 学  HAJト レッキングセミナーに

ついて。 (8時～12時 )

・ 解 散  13時

○ 会 費   7,000円 (宿 泊・ 食費・ 懇談会費

を含む)

○ 申 し込み 8月 31日 までHAJ事 務局へ申し

込んでください。 (先着

“

名)

○ その他

(1)シ ュラフは必要ありません。秋山装備持

参。行動食・ 共通装備は準備 します。
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■■■l H:MALAYA NEWS

東京 7月 定例集会-7.31

(兼 ビール・パーテイー)

7月 定例集会は、機関紙の発行が少 し遅れるこ

とに合わせて月末になりました。

今月は、酷暑の折から冷たい飲物も混 じえて語

り合いたいと思いますので多数御出席 ください。

と き 7月 31日 (木)午後 6時 30分～

ところ HAJル ーム (■103-367-8521)

テーマ カ トマンズのこの頃 (ネ パールから帰

国したばかりの角田,菊地両会員を囲

んで肩のこらないお話を伺 うことにし

ます。)

会 費  1,000円 (ビール代込み)

イン ド・ ヒマラヤ登山規則等

コピー・サ…ビスー部300円

一部改訂になった登山規則・ 無線機申請書等一

セッ トを準備 してます。

コピー代実費・ 送料共 300円 ですので、事務

局へ申し込んで ください。A4判 11枚 です。

ビス タ リ・ ク ラ ブ例 会 (第 9回 )

8月 23日 から27日 までの 4泊 5日 で、第 9回の

ビスタリ・ タラブの例会を八ケ岳縦走 (小淵沢駅

一編笠山一権現岳一赤岳―美濃戸一茅野駅)で開

催の予定。参加希望者は下記まで連絡下さい。

松本正城氏  山森美智子氏 (事務局員 )

退職
―

ご くろ うさまで した。

去る3月 1日 からHAJ事 務局員として、山森

欣一事務局長のカンチ偵察の留守をあづかってい

た松本正城氏が 6月 30日 付で退職 されました。山

森事務局長帰国にともなうものです。

また、同じく山森美智子氏も同日付で退職され、

代 って角田不二氏 (会員)が 当面事務局員として

働いていただ く予定です。 (常勤 )

退職されたおふたりには短かい期間でしたが、

なれない仕事をけんめいに処理 していただきあり

がとうございました。

′

開かれる秘境ムスタン

踏査隊々員募集

先月号の折込みでお知 らせ しま したように、

永い間外国人の入域を拒んできたムスタン王国

(ネ パール)への道が開かれ ることになりまし

た。

HAJは 、この興味ある地へ踏査隊を送るべ

く準備を進めております。

人員は10名 と極めて限定されますが、まだ若

千の余裕がありますので至急御連絡をお願いし

ます。

時期は、 8月 20日 頃より約50日 間です。」

日程・ 経費等詳 しいことは事務局までお問合

わせ ください。

′4
厄ヽ 上

ロ
インド・ ヒマラヤ研究会を

延期 します。

かねてより予告しておりました、イン ド登山

財団総裁 H.C.サ リーン氏を迎えてのイン ド・

ヒマラヤ研究会は、サリーン氏の公務上の御都

合により延期することに決定いたしました。

氏は、中央政府から派遣 されてグジャラット

州政府に出向しておりましたが、このほど、ア

ッサム州への出向が濃厚視されるようになった

ことで日程に変更を生 じたものです。

このほど氏と会見した菊地評議員からの連絡

では、 10月 下旬頃になるもようとのことですが、

詳 しい日程については確定次第会報にてお知ら

せいた します。

なお、種 準々備を進めてこられた各地区担当

者にはごめいわくをおかけしておりますが、再

度よろしくお願いいたします。

-5-



ガンゴトリの秀峰

ケグルナート(6。 940m)ヘ

1980年 HAJヒ マラヤ登山学校

9日 13～ 10.11(29日 間 )

1978年 のヌン (7,135π )に始まったヒマラヤ

登山学校は今年で第 4回 目を迎え、22名 の隊員 (イ

ンス トラクター 4名 を含む)が ガンゴ トリの秀峰

ケダルナー ト (Kedarntth 6,940π )に向うこ

とになった。

ケダルナー トはガンゴ トリ氷河の左岸にあり、

聖地ケダルナー トの頭上にそびえる白く巨大な山

である。

日本を出てから帰るまでわずか

"日
間とい う短

期間で 7,000π になんなんとする高度を獲得する

ことは決して容易なことではない。第 1回 以来、

安全を旨としながらも果敢なタクティクスを実践

してきた登山学校隊の伝統を受けついで、全員が

満足の行 く山行となるよ う祈念するものである。

3月 以来、何回かにわたるミーティング・ 合宿

を重ね、実務準備を進め、 6月 末には低圧室で 6,

00Qπ 以上の環境を体験 してきた。

その成果がどう結実するか注目したい。

登山学校の趣旨

HAJは 創立以来、ヒマラヤ諸国との友好親善

・ 相互理解をモットーに、登山・ 学術・ その他幅

広い分野にわたって各種の文化活動を展開してお

ります。1977年 から1981年の 5年間にわたって実

施する、「ヒマラヤ登山学校」もその一環であり

ます。

御承知のように、ヒマラヤは地球上で最も高い

山岳地域であり、 そこでの登山活動は高所 という

低酸素条件下で行われるため、複雑で しかも困難

な要素を含んでお ります。また、登山許可の取得

や、通関を始めとする種 々の手続 き、渉外など登

山以前に処理 しなければな らない多 くの仕事があ

ります。

然 し、 ヒマ ラヤの素晴 らしさにふれ、その国と

人とを理解することは意義あることであ り、一人

で も多 くの人間にヒマ ラヤ登山を体験 させようと

い うのがHAJの めざす ところであ ります。

この「ヒマラヤ登山学校」は、確かな技術と経

験を有する指導者 (イ ンストラクター)の統括の

もとに安全かつ確実を第一義として、必要とされ

る諸準備をすすめ国内での学習を行ない、 ヒマラ

ヤの高所を経験し、 ヒマラヤ登山の基礎と実際を

経験 しようとするヒマラヤ登山のガイダンス・ シ

ステムであります。そして、さらに大きなヒマラ

ヤ計画を進めて行ける人を育てることも目的とし

ております。

諸外国には、国家の援助のもとに活動 している

この種の学校がありますが、我が国では極めてユ

ニークなものであります。

第一回は、1977年 秋ガルワール, タルコット峰

(6,099π )で 日本山岳会に協賛 しておこない、

第二回は1978年夏、カシミール, ヌン峰 (7,135

π)、 第二回は1978年 秋、ガルワール, トリスル

峰 (7,120m)、 第四回は1979年秋、キャシー ド

-6-



ラル峰 (6,400π )と続いており、いずれも成果

をあげてきております。

実行・推進の体制

日本ヒマラヤ協会登山学校委員会

会 長 柴田金之助    委員長 山倉洋一

委 員 佐 木々正 内田嘉弘 南勲 尾形好雄

日本‐ヒマラヤ協会 ヒマラヤ登山学校事務局

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-器 -1
淀橋食糧 ビル506号

C(03)367-8521

登山隊の名称・構成

1.名  称  1980年 日本 ヒマラヤ協会イ ンドヒ

マラヤ登山隊HAJ GANGOTRI H鳳晨LAYA
EXPEDITION 1980

(略称 HGE 80)
2.メ ンバ_

隊  長

副 隊 長

インストラクター

隊  員

誠一郎

徳 治

覚

登 山計画概要

1.目 標の地域・ 山

イ ン ド・ ヒマ ラヤ, ガ ンゴ トリ氷河

ケダル ナー ト (6,940π )

2.目  的

(1)6,000π 峰の短期間の登頂。

(2)ヒ マラヤ登 山実践の基本を習得す る。

(3)高地住民の民俗学,環境学 に関する学術調

査。

3.時  期

1980年 9月 ～ 10月

4.  日  本呈

9月 4日  先発隊 2名 、 日本 出発。

9月 13日  本隊  日本 出発、ニューデリー着。

9月 14ロ  デ リー発→ 15日 ウ ッタルカシ。

9月 18日  ガ ンゴ トリ氷河、 タポバ ン附近の

BCへむか う。

9月 20日  BC着 _

10月 4日  BC発
)登山期間約 14日 間。

10月 8日  デ リー帰着。

10月 10日  本隊ニューデ リー発、 日本帰着 10

月 11日 午後。

◎現地連絡先

C/O  COX&KI卜 CS(Agents)L td.

Post Box 134 1ndra Palace, Connau―

gt Ctcus.

New i[k)lhi   l10001

lel:(New Delh)321428 Cable

COXSHIP

5.総経費

1,300万 円

〃

″

″

″

″

″

〃

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

美

子

久

明

洋

之

広

彦

雄

枝

己

広

豊

敏

光

　

浩

信

昭

久

春

正

田

　

形

藤

村

岡

美

野

上

瀬

藤

谷

畑

郷

出

　

池

形

　

田

井

佐

内

南

尾

遠

木

藤

宇

大

村

高

斎

熊

野

新

北

関

菊

山

丸

飯

好

嘉 弘

勲

好 雄

喜重郎

陽 子

明 生

博 康

(43.

(37.

(31.

(33.

(25.

(23.

(30.

(37.

(23.

(29

(23.

(24.

( 27.

(36.

(22.

(29

(29.

(25.

(25.

(34.

(29.

京都 )

大阪 )

東京 )

東京 )

鳥取 )

神奈川 )

岐阜 )

東京 )

北海道 )

東京 )

東京 )

宮城 )

東京 )

佐賀 )

大阪 )

神奈川 )

茨城 )

栃木 )

東京 )

東京)

大阪)
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6.ケ ダルナー ト(K逍armth 6,940π )について

ガノンワールの中心地、ウッタルカシから車で

バギラティ河に沿って北上すると 2日 の ドライ

ブでヒンズー教の聖地、ガンゴ トリに着く。こ

こからさらに 1日 程さかのぼるとガンガ (ガ ン

ジス河)の源流であるガンゴトリ氷河の舌端が

現われる。

このガンゴ トリ氷河は、海抜 4,000π附近を

末端高度として、その幅 6～ 81個、長さ約251m

の長大な氷河を形成している。周辺には盟主チ

ャウカンバやサ トパントなどの 7,000π 峰をは

じめに200座近 くの 6,000m峰 が省立し、将に

ヒマラヤの未登峰の宝庫をなしている。

ケダルナー トはガンゴ トリ氷河 (約 321m)の

入回の支氷河K面 Bamakに 入った所にあり、

古くから名 られた名山である。ケダルナー トは

2つ のピークがあり、ケダルナー ト本峰と北東

にあるケダルナー ト・ ドーム (Keda“nt DO_

me 6,831π )か ら成り立 っている。

初登頂は19″年、スイス隊 (ア ンドレ●ロッ

ク隊長)に よって、 6月 25日 にケダルナー ト・

ドームに初登頂、続いて本峰をねらったが、ナイ

フリッジを通過中に、隊員とシェルパの 2名が

滑落 し負傷 した為に、登頂はあきらめてBCに

戻った。体制を整え 7月 10日 に ドーム頂上を越

えてロック隊長ら3名 とシェルパのテンジン・

ノルゲイがケダルナー トに初登頂した。テンジ

ンにとっては、カブルーに次いで 2つ 目の登頂

となった。

その後、ガンゴドリ地域は第 2次世界大戦の

ために、インド隊が独占することとなった。

1967年にはインド隊が ドーム第 2登。

同年、 ITBP隊 が ドーム第 3登。

1974年 には ITBP隊が北の氷河よリケダルナ

ー ト第 2登。

同年秋にカルカッタ女性教師隊が本峰第 3登。

1975年秋、hdal Lad∝ Expが ドーム第 4登 .

1978年 IAFが ドーム第 5登。

同年、 ITBP隊 が ドーム第 6登と本峰第 4登

そして今年はすでに日本山岳会女性隊が ドー

ム (5月 31日 )に ドーム第 7登を成しとげた。

今回の登山学校では、北西稜からドーム経由で

ケダルナー トをねらうもので、初登頂と同じコー

スを行 くことになる。

ヒマラヤ経験の少ない隊員が多いが、前 2回 の

登山学校の経験を踏まえ、 ドーム頂上へは全員登

頂、元気な者はケダルナー ド本峰へと計画 してお

り、 5月 の連体は富士山合宿、6月 器 日は立川自

衛隊の航空医学実験室にて 6,000π までの低圧実

験も経験 し、全員ケダルナー トに向っております。

基本戦略

1.目  標

1)ケ ダルナー ト (6,940π)に 可能な限り多

くのメンバーを登頂させる。

2)ケ ダルナー ト・ ドーム (6,830π )の全員

登頂を目指す。

3)ガ ンゴトリ氷河周辺の踏査。

2.登山行動

1)上記目標に対 して登山期間を四期に分けて

登山活動を行なう。

一 第一期一

先発隊に依るBC建設と下部キャンプの選

定及びルー トエ作。

A BC建 設と本隊受入れ準備。

-8-

カンチ隊に御協力を″

昨今のネパールではシェルパ・ ポーターヘ

の支給品が大きな数量を必要とするようにな

っており、カンチェンジュンガ隊も苦慮 して

おります。使わなくなったり、押入の隅に入

っている登山用具・ 衣類等をお持ちの方、カ

ンチ隊へ御寄贈いただけたら幸甚です。よろ

しくお願い申しあげます。

≪連絡先≫

HAJ事 務局

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506号

※例えば…山覇Lキ ャラバ ンシューズ,ニ ッ

カーズボン, ポンチョ,ヤ ッケ,

オーバー手袋,毛の手袋,靴下 ,

etc・・・・・・。
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この第一期は、ガ ンゴ トリ氷河, タポバ ン

附近 (4,320π )に BCを建設。隊員の高度

順化 (4,300π 位 までの)を行ないなが ら隊

荷の集荷及び偵察活動を行な う。

この第一期登山期間における隊員の高度順

化問題が短期速攻形式に依るポー ラ・ メソッ

ドを展開 しようとす る本登山計画の遂行上、

重要なポイン トと予想 される。

一 第二期 一

6,∞ Oπ附近 までの高度順化とアタック・

キ ャンプ (C2)の 建設。

この第二期は、第一期の進行、偵察活動よ

り順次ハイ・ キャンプの建設を行ない、頂上

ア タックの登頂態勢を整える。

一 第二期 一

ケダルナー ト及 びケダルナー ト0ドームの

登頂。

対象は、ケダルナー ト (6,940π)と順化

α■3

ChaukhambaSumeru Prrbrr 6631 、3

o9,4

Parb.:

|

不調者に依 るケダルナー ト・ ドーム(6,830π )。

― 第四期―

撤収、下山。往路をガンゴ トリヘ下る。

ヒマラヤで比較的天候の安定する9月 下旬

か ら10月 上旬までのポス ト・ モンスーン期に

登山活動を行ない、わずか 13日 間と言う短期

間で登頂を果たす。そのためには、第一期,

第二期における各隊員の高度順化が大きなフ

ァクターとなるであろう。 (先発隊の任務は

かなり重要になる。)

2)隊を 3パーティに分け、各パーティにパー

ティ・ リーダーを置き登攀行動の核とする。

各パーティをローティーション1単位とする。

3)第二期のアタックに当っては、第二期まで

の順化程度を観察 してパーティの再編成を行

なってアタックを実施する。

4)各パーティは、日差行動を原則とする。

D 高所ポーター 2名を積極的に使用すること

6632

〆
l(cdlrna rh
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<隊員行動表>

に依 り、隊員の負荷を軽減 し、初期順化のス

ムーズ化を計る。

3.ポーラ0メ ソッド

1)前進キャンプは、ケダルナー ト・ ドームか

ら派生する北西稜上にC狂叩 2ま で予定して

いる。

2)各キャンプの位置

G.P* 高  度 任 置 Camp高 度差

BoC て,20“ ガンゴ トリ氷河 タポバン附近

AB・ C 4.7∞ π Kirti Bamk Gl“ ie r上

C・ 1 5.700‐ ケグルナー ト・ ドーム北西稜上 1.000π

C。 2 6.300π ケグルナー ト・ ドーム直下

土 由由山魔由糞由魔由魔由蕊土土土土土由文尭土文丈洗X光尭土光洗よ由歯尭由土文文文文由由由尭光由
_L_                                               ↓

壼   「ヒマラヤ」表紙写真募集    愛
」L                                                ↓

瓦   Fヒ マ ラ ヤ 」 表 紙 の 写 真 は 会 員 の 皆 様 よ り 広   (4)な る べ く あ ま り 知 ら れ て い な い 角 度 か ら の 玉
」_                                                                                              」医

要1募
したものを、毎月一作づつ掲載する予定でお   写真、あるいは未知の地域の写真を期待し

1究

由 ります。ふるって御応募下さい。採用分には全    ます。雑誌、広告等で頻繁に見うけられる 文

由 国共通図書券を差 しあげます。           ような写真 (例 :カ ラパタからの工ベレス 光
」_                                                   ^鳳
ょ|≪規 定≫                    卜)な どは御遠慮下さい。        由
由  (1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。  基

= (2)被
写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のも λ

」L                                                  

決:' のであること。             交
由  (3)未発表であること。                ¨

由由由魔由由蕊蕊糞山魔由由由由尭由魔由糞糞由蕊尭由由轟文光魔光洗土光由由光魔洗糞歯尭光光由光糞
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NEFA ノにと層L=L

rAssam Mountaineerng Associatian 1971t & t)

西をブータン、北と北東をチベ ットと中国の新

彊、南東をビルマに囲まれたNEFA(North EЖ t

Fror∬er Agency訳 注 :1971年 からはアルナ・ チ

ャル 0プ ラデシュ州となっている)は カーメン (

KaКn)、 スバンシ リ (SubaStり 、シアン (SI

an)、 ロヒット (Lohit)、 ティラッフ
ρ

(Tirap)(D

5つ の行政区からなっている。 83.578師の広さと

467,511人 (注 :1971年現在)の人口をもつNE

FAは、 腱
活気のある"土地である。主な種族だ

けで 22も あるといわれる多種族の住む土地であ

り、各種族はさらに沢山の種族に分れ、異った文

化、変った習慣をもっている。一般的にいえばN

EFAの 種族社会は、父系の社会である。

ある種族の人たちは種族同志で結婚する。NE
FAの人たちはおどろくほどビジネスライクであ

る。正直で純朴な性質をもっており、親切でもあ

る。性格の清らかさは彼らの中に美を愛する心を

芽生させている。繊細な審美眼、良い物を作りた

いという意欲をもっている。豊かな民族ダンスを

し、楽しく歌い、苦労があっても涙を出さない人

たちである。

インドの北東地域は、有史前はマハカントラ (

Mahakantara)と ぃ う名前であった。のちにはダ

ルマランャ (Dhttm額め と呼ばれた。これは

ベーダー、ラマヤナ、マハバラーター (V`ヨa Ra

mayma Mmabbaata)ゃ その他のインドの聖典 (

Pumお )iこ 不されている。さらにあとになって、

北部の丘や渓谷も含め、カマルパ (Kanttupa)

ToP.Khoand
訳 :沖 允人

と呼ばれるよ うになった。この地 区には古代の寺

院の遺跡があ り、各地には城壁が散在 している。

これ らはNEFAと 他の国との 1世紀 にわたる関

係を物語 るものである。カメンのバハール クプ ン

(Bhalukpung)の 村にあるい くつ かの遺跡 もNE
FAと 昔のイ ン ドとの間に友好関係があ ったとい

う一つの証拠 となってい る。

この地域に住む種族の人類学的解明は興味深い

テーマである。歴史学者、言語学者、民族学者は、

イ ンド文明の基礎は、約 3,000年 ほど前のオース

トリア、 ドラビダ、モ ンゴロイ ド、アー リア ンな

どの異なった文化の融合にあった とい っている。

モ ンゴロイ ドの人たちはイ ンドの北東丘稜部に住

んでいて、 イ ン ド人の一つの大きな流れになって

いた。このモ ンゴロイ ド人はキ ラタス (Kirat益 )

と呼ばれた。 この偉大な言葉はアタルバ .べ _ダ

(Ahttva Veda)な どの聖典の中にある。マハバ

ラーターはキラタスの男 と女 としてマハデブ (M‐

山

“

eVa)の 神 とその配偶者を示 してお り、聖典 ラ

マヤナ (Rarnayana)の 中に記 され ている。このキ

ラタス族の人たちはイ ンドの北東部に住んでいて、

祖先はインド系モンゴロイドであるといわれてしヽ

る。

広大なイ ン ドの北東部の辺境に住んでいる機敏

な人たちは自然の同化作用の過程 によく適応 して

いる。同時にまた、彼 ら自身の文化・ 生活 0伝統

もよく残 し、 さらに発展 させてい る。そ して、イ

ンドの歴史 と文化に価値ある貢献を している。
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<カ メ ン 地 区 (Kame■)>

熱帯と亜熱帯の森に囲まれているカメン地区は

NEFA西 部一帯の地域をしめており、西はビル

マ、北はチベットの国境に接 している。この地区

の中心地ボンディラ (欧mdb)は標高約 2,700π

あり、インドで最も高地にある行政中心地の一つ

である。面積は約 13,724離 である。カメン地区は

標高約 3,000π の平原にあり、まわりは高い山に

囲まれている。ほぼ 350年前からあるタワン (T―

aWmg)と いう有名な仏教のお寺がある。

Oモ ンパス族 (Mmpas)

カメン地区にはモンパ, シェル ドゥクペ ン, ミ

ジ,ア カ,コ ーワ,ダフラ (バ ンニ), スルン (

Sherdukpen,M摯 ,Aka,Khowa,Dafh(Balgni),

SulWE)ら の種族が住んでいる。モンパの居住地

はカメン地区の西部である。彼らは単純でやさし

く、思いやりがあり、ユーモアがあり、強壮な風

貌をしており、道徳的にもしっかりしている。静

かで友好的で高度な文化を保っている。モンパ族

はマハヤナ派 (Mahayma)の 仏教徒であるといわ

れている。

。シェル ドクペン族

シェル ドクペン族は主としてカメンの南部のル

パ (Rupa)と シェルガオン (ShergaOn)の 2つの

村に住む少数民族である。

この種族はさらに トング (TOngS)と ゲオ (G
h(お )の 2つ の種族に分けられる。シェル ドクペ

ン族は農業従事者として秀れているが、商業もう

まい。宗教は仏教と土俗信仰の混った興味深いも

のである。

。ミジ族

ミジ族は自分たちをダマイ族 (Dhamma)と 呼

んでいる。顔型と生活様式は、ときに種族間で結

婚するアカ族、またはフルソ (HmSS∝)族と少 し

違ったところがある。男も女も髪を長くしている。

男はその髪を民族的なひもで結び、女はそのまま

たらしている。

0ス ルン族

スル ン族は東部カメン地区の高地に住んでいる。

この種族は高地民族の中では最も古い種族といわ

れている。通常は狩をして暮しているが、スバン

シ リ (Sub印面① の町ではナイフや真鈴細工の う

まい有能なか じ屋を している。

。アカ族

フル ソ族は一般にはアカ族と呼ばれている。
((ア

カ"と は
マt色

を塗る''と い う意味で、彼 らが黒い

マークで顔を塗るとい う習慣を もっているところ

か らきている。アカ族は歴史上の記録によ くでて

くる。平和で進歩的で協調的な人たちである。

低地のベル ト帯地域に住む一部の人たちはバア

イシャネ ィティブ族 (VaShnatiVe)と 呼ばれる。

彼 らは、農業が重要な職業である。商業にも才能

を示 し、 ときには ミジ族と他の近隣の種族の中買

人の仕事 もしてい る。

0コ ーワ族

コーワ族、別名ブーガ ン (Bugun)は シェル ド

クペ ン族の住む村に隣接 した 7つの村に住んでい

る。異族間結婚をす る種族である。豚、牛、羊、

鶏な どをいけにえにする種 々の祈 りをおこなう。

精神的には仏教にも影響を受けている。

Oダ フラ族

ダフラ族、別名ダ ンニ族は異族間結婚を した数

種族に分け られる。 ダフラ族は穀物や 日用品のた

めにはアパ ンス族にたよっている。 ダフラ族は織

物 と陶器を作 っている。竹と、きびですば らしい

帽子を作る。髪は長 くた らし、木の繊維でひだの

す ぐ上のところで しばっている。腰のまわりをタ

マ (T節唸 )と 呼ぶ きびを複雑にあんだひもで結

んでいる。彼 らは主に トラを殺 したあとでおどる

一種類だけのダ ンスを伝統 としている。

<ス バ ンシ リ地区>

スバ ンシ リ地区は約 14,797端 の面積がある。密

林におおわれた丘 と谷はアッサムの平原か らチベ

ット国境まではて しな く続いている。丘の一部は

約 6,000π の高 さまで続 き、一年中雪のあるとこ

ろとな っている。この地区の特長はすべてを丘稜

地に囲まれた水平な谷であり、そこにはこの地区

の行政中心地 ジロ (ZirO)が ある。

スバ ンシ リ地区にはアパタニ、ダフラ、タギン、

高地 ミリ (Apaねni,Dafla,Tag■1,H」 Mri)の 各

種族が住んでいる。

。アパタニ族
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アパ タニ族は行政 中心地のまわりのスバ ンシリ

地区の中心をなす平原に住んでいる。密集 した村

落に住んでいる。ほっそりとして背が高 く、面長

で、上品に曲 った細い鼻をもち、顔立ちのよい人

たちである。豚、あひるなどを飼 っている。

田んぼを耕作 し、稲をそだて、キビを沢山作る。

段 々畑 として所有 している土地のほとん どを生産

のために利用 している。主食は米である。他のN
EFAの 種族とちがい、アパ タニ族の経済は安定

している。織工として もす ぐれてい る。

0タ ギン族

シピ川 (Su)の 北の岸に沿 ってタギ ン族の土

地は広が っている。彼 らの村が山で 日陰になった

ところにあるので、モヤ族 (Moyぉ )と しても知

られてい る。農業に主として従事 している。狩や

魚 とりな ども補助的な職業である。 ドニイ・ ポロ

(Donyi・ pob)を 最大とす る多 くの神々を信 じて

いる。

<シ ア ン 地 区>

広 さ23,723師、 121,936人 の人口をもつ シア ン

地区は NEFAの もっとも活気のある魅惑的なと

ころである。おどりと歌に熱心で、すば らしい織

物ので きる土地でもある。

この地 区のほとんどが密林でおおわれている。

場所によ って標高が違 うので、気候 も大変変化に

富んでいる。北方地帯の標高は 4,600π まで高 く

なってい る。

シア ン地区の種族はアデ ィ族 (Adi)と 呼ばれ

る種族で代表される。 この種族はさらに分け られ、

ボグム、 ボ ミ、ガロン、 トゥイン地区のカ ンバ、

そ して、 メチュカ、ゲ リン、タギ ンの一族か ら構

成され る。 (BoglШ ls,Boms,G』ongs,Khambs

of he Tding,Mechuka,Gelmg,Tagns)
0ミ ヨン族 とパダム (Mi■70ngs and Pdam→

この地区の東と南東部に住んでいるアデ ィ族は

大きくミヨン族とパダム族の 2つ に分けることが

できる。 この 2つ の種族はさらに小 さい種族に分

けることができる。

ミヨン族とパダム族は背が低 く頑丈な体つ きを

しており、顔はかっ色で、真直な黒い髪を してお

り、耳の上の 6c,1ほ どのところにきちんと巻 きつ

-13-

けている。彼 らは異族間結婚をす る。一妻多夫は

知 られていないが、一夫多妻はお こなわれている。

アデ ィ族のダ ンスは大変ポピュラーである。 ポヌ

ルグ (POnurg)と い う民族舞踊は半宗教的な性格

を もっており、 ミリ (Mri)と 呼ばれる リーダー

によ って導かれ る。

。ガ ロン族

アディ族の社会生活は民主的である。社会的行

事の 日などのとり決めるような行政、耕作地の選

定、家庭のいざこざなどは村の長老
ttガ

ム"(Ga

mS)の 裁定により、通常はケバ ン (Kebang)と 呼

ばれ る会議にゆだね られる。

ガロン族は基本的には農業従事 者であ り、多毛

作農業をする。魚業 もおこなう。す ぐれた狩人は

単独 またはグループで狩に出掛け る。ひまなとき

にはいろいろな種類のあみか ごを作る。

ガロン族はい くつかの小 さいグループに分けら

れ る。結婚の 目的のために彼 らは 2つの厳格なグ

ループ 、ニジ (Nijl)と ニ ラ (Nira)に 分かれて

い る。 この 2つ の部族同志の結婚は禁止されてい

る。

ガロン族は大変芸術的な織物を作 り、その一番

立派な ものは、中心に黒の織 り糸を もち白と黒の

一定のデザインであまれた美 しい スカー トである。

ガロン族の政治的な組織は単純で ある。単一の氏

族 システムが彼らの政治組織であ る。

Oカ ンパ族

トゥティン地方の国境沿いにカ ンバ族はすんで

おり、タウン (Tawalg)の モ ンパ族に大変似て

いる。精神的にはカ ンバ族は仏教徒であ り、村に

は美 しいブツダの像のあるお寺がある。彼 らはダ

ンスを好み、伝統的な ダンスを見せてくれる。農

業活動が極めて一般的である。多毛作農業は普及

している耕作のパ ター ンである。

。メ ンバ族

メ ンバ族はシア ン (Sal)地区の北の境界に沿

って住んでいる。彼 らは信仰深い仏教徒である。

精神的に、文化的に、経済的にカ ンバ族の同族で

ある。段 々畑 ももっていていろい ろな耕作を し、

ヤクを使って畑を耕す。穀物や野菜の他に綿 もそ

だてている。

0タ ギン族



村の全体や宗教的集団を統制する選ばれた議会

や一般に認められた種族の長として世襲の曾長の

地位といったものは存在しない。

タギン族の社会では女性の社会活動がかなり自

由である。同一氏族間結婚が普通であり、異種族

間の結婚はめずらしいことである。

タギン族の経済の構造は農業といろいろな日用

品の商売である。

<テ ィラップ地区>

この地区はコー ンサ (Khonsa)に 行政中心地が

あ り、この地区を流れ る重要な川である
(`テ

ィラ

ップ"と い う川か ら名前がとられている。

ティラップは 7,830晰ほどの広さがあり、 ラク

ヒンプール地区、 ロヒッ ト地区、 ビルマに囲まれ

ていて恐ろしく大きいパ トカイ (Patka)山脈で

区分 されている。この山脈の山麓には平原があり、

丘稜部はパ トカイバムにだんだん高 くなっている。

標高は平原部の 170πか らダファブム (Daphめ■

m)の 約 5,000れ まで変化している。亜熱帯の常

緑樹が多 く、植物 も多種である。

テ ィラップ地区にはワンチ ョ (WanChOS)、 ノ

クテ (N∝
“

s)、 タンサ (TangSお )族が住んで

いる。

。ワンチ ョ族

ワンチ ョ族はティラップ地区のナガ ランドとの

境になる南西部に住んでいる。彼 らの社会は 4つ

の クラスに分け られる。すなわち、ワンハム(Wa
ngh劉ヽ)と い う主たる族、 ワンパ ン (Wmgpans)

という普通の族、 ワンハムの父 とワンパ ンの母か

ら生まれた ワンシャ (WasheS)、 ワンチャの父

とヮンパ ンの母の子供であるワ リサ (Warysus)

の 3つ の種族に分れる。

これ らの種族の社会的な差別は厳 しい ものであ

り、 ワンハム族は社会生活のどの分野でも特別な

扱いを受ける。すべての種族はワンハムに文配さ

れる約40の 連盟に分けられる。

ワンチョ族は飾りのついたヘアーバンドをし、

首、腕、足、耳に重いかざりをしている。ワンチ

ョ族の男は顔や目のまわりにどぎつい入れ墨をし、

首、のど、ほは、腕、背中、腹に精巧なデザイン

の入れ墨をしている。女はへそにt文字のしるし

をつけ、胸の間にネックレスをたらし、肩から精

巧な飾り物を下げ、ももには点々をつけている。

女性はその特徴ともいうべき織物の能力をもち、

良い織物を作る。ワンチョ族は木彫の名人でもあ

る。ダンスもうまい。伝統的な戦いのダンスは色

どりあざやかで、大変恐しいものである。
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。ノクテ族

ノクテ族はワンチョ族の北方のテ ィラップ地区

の中央部に住んでいる。この種族の人たちは近 く

の平原部の人たちと昔からつなが りを もっていた。

彼 らは服の一部のようにきびのバ ン ドを し、腕 と

足には竹の皮をまいている。頭の前部をそりおと

し、えり首の上でたばにして王冠のように髪をむ

すんでいる。首狩 りに関係 している特別なデザイ

ンの入れ墨が一般的である。

大麦の植え付けが水稲耕作の裏作 としておこな

われている。ベテルの葉は商売 として耕作されて

い る。近 くの泉か らの製塩はこの土地固有の産業

である。 (訳注 :噛みタバ コの一種 )

。タンサ族

タンサ族は ランチャン (Lungchag)、 モクロ

ン (MoHong)、 ュグ リ (Ⅵlgl)、 ル ング リ (し

ungri)、 ハ ヴィ (HaVi)、 モシ ョン (M∝hong)、

ル ンダ (Rundra)、 ティヵ_ク (Tkhak)、 ポ ン

タイ (POntha)、 ロンピ (Longphi)の 種族か ら

な っている。各種族はさらに沢山の異族間結婚の

派閥に分かれ る。これ らの種族は イ ン ド、ブータ

ン国境に沿ったティラップ地区の中央部の東側に

住んでいる。

男はル ンギ、 シャッ、 ターバ ンを身につけ、女

は足 くびか ら胸まで身体に布切れを まきつけ、 ブ

ラウスを着、一種のターバ ンをまいている。女は

織物が上手である。ある種族は自分たちで綿をと

り、 自分たちが使 うための布を織 っている。

<ロ ヒッ ト地区>

ロヒッ ト地区はテズ (TeZu)を 行政中心地とし、

2.59× 9,058端 を少 しこえる地区をカバーしてい

て、 NEFAの 一番大きい地区であ る。北は中国

の マクマホ ンラインが境で、東はセセ リ川 (Ses―

Seri)に沿い ビルマのシャン州 とな り、 南はアッ

サムの ラキムプール (Lakmpur)と ティラップ地

区になっている。

ロヒッ ト川は東部チベ ッ トか ら流れ出て ヒンズ

ー教の有名な巡礼地であるプラム ラム・ クンドに

流れ込むロヒッ ト地区とい う名前のいわれとなっ

た主要な川である。

ロ ヒッ ト谷の標高は 600～ 5,200π の間にあり、

標高が高いので、大変寒 く、 1年のほとんどを雪

におおわれた大 きな土地がある。ディバ ン (Dlb―

ag)谷は多分 NEFAの 中では もっとも難 しい地

形であろう。ここは気候条件にめ ぐまれ、めず ら

しい植物にめ ぐまれた土地 とな った。数多 くの種

類の樹木があ り、それ らの うちのあるものは大変

良い材木になる。

ロヒッ ト地区に住んでい る種族は ミシュミ、カ

ムプティ、 シンポー族である。 ミシュミ族にはイ

ドゥ (Idu)ま たはチュ リカタ (Ch」kaa)、  ミジ

ュ (Miju)ま たはカーメ ン、そ して、デ ィガルー

またはタラホ ンの 3つの主な種族がある。

Oイ ドウ族

平原の人 々か らはチュ リカタ族と呼ばれている

イ ドゥ族は、 ロヒット地区の西部のデ ィバ ン (D
lbang)谷 に住んでいる。

イ ドウ族の約 20,000人は、住んでい る川の岸に

よ って派に分けられ、名前がつけ られてい る。髪を

結ぶイ ドウ族 (チ ュ リカタ)は他の種族か ら区別

されている。前髪はひたい までときおろ し、耳か

ら耳を結ぶ線で水平に切 っている。 うしろの髪は

たばねて結ばれている。彼 らは良い農業従事者で

ある。主な農業生産物は冬 と夏は米を とり耕作の

仕方は多毛作農業である。また、キ ビ、 トウモロ

コシ、大豆、えん どう、野菜なども作る。綿や タ

バコも自分たちのために作る。

イ ドウ族は商売 もうまい。 ときどき、山か らお

りてきてお面や動物の皮、寒天な ども売 り、塩、

布、そ して、他の 日用品を買 って帰る。量は少な

いが売るための ゴムも作 っている。

Oミ ジュ族

ミジュ (カ マ ン)族はタ ラオ ンの東、 ロヒッ ト

谷に住んでいる。人数は 14,000人ほどである。カ

マン族のほとんどは ビルマのカチ ン地方か らや っ

てきたと称 している。カマ ン族はイ ドウ族とは異

な り、髪を長 くしている。服は丈夫で大変色どり

が良い。カマ ン族、特に女性は色や形にす ぐれた

セ ンスを もっている。一部木線を使 って、服は自

分で作る。農業が彼 らの主な職業である。

。デ ィガルー族

ディガルー (タ ロン)族は上部 ロヒッ トの西の

方に住んでいて、 この地方にはカマ ン族 も住んで
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いる。ディガルー族は自分たちをタロン族と呼ん

でいる。タロン村はばらばらと家が集まっている

だけである。女は黒いシャツを着、うすい銀の板

のバンドを頭のまわりにまき、大きい耳輪をして

いる。タロン族は農業を仕事 としている。

0カムプティ族

カムプティ族は北東にパラスラム・ クンド (P

arЖuram Kund)、 南にティラップ地区があり、

カムラン、デヒン、テンガパニイの川に沿ったロ

ヒット地区の南部に住んでいる。彼らはビルマの

シャン州か ら移ってきたと信 じられており、タイ

語に属する言葉を話している。ほとんどの人が読

みかきができる。

カムプティ族は優秀な工芸職人であり、商売人

でもあり、秀れた農業従事者でもある。土地を共

同で耕し、労力を提供した人々に生産物を分割す

る。カムプティ族は
ママ
知識と芸術と文明の点で、

他のすべてのNEFAの 種族とはかなり進んでい

る"と 注目されている。彼 らは仏教徒である。

Travels

シカール・ トラベル
ー

〃
魅惑の

インド L,w7r"
シッキム・ブータン・ガールワール・クマオン

クル・マナリ・ラグック・ネパール・・・・・

への トレッキングや登山を計画 されている日本の皆さん !

当、シカール ●トラベルは、通関・ 隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承 ります 。

“
N熾脚貯TRAVELS PRIVATE LIMITED

1 70 1 Ninnal towers

barakhalmba road new ddhi‐ 110001

tel. 42555, 42666 teleX 031‐ 3972  JCIIN

B,ranch ofice: GangtoCk

ca轟p office:Joshmath&UtarkaShi

0シ ンフォー族

シンフォー族はティアン (T(Hlg)と ノア・ デ

ィン (Noa一 Dinhg)川 の岸に住んでいる。そし

て、南東へむかってカムプティ族の土地に広がっ

ている。彼らは北部 ビルマのカチン系種族に属す

る。言葉はマニプリ・ クキ,ア ボール,カ レンの

各種の系統であり文字はシャン族のものである。

彼 らはモンゴル族の顔つきを発展させた立派な体

格の種族で、皮膚の色は黄色か暗い茶色がかった

オ リーブ色をしている。種族の長の家族を除いて

女性は重労働のために粗野な様子を している。男

は手足に少し入れずみをして楽しむ程度だが、結

婚 した女性は足に、 くるぶしからひざまで幅広い

帯状の入れずみをしている。彼らは鍛造屋として

す ぐれており、特長のある鉄の道具を製作する。

女性はすぐれた織工である。彼らは仏教徒である

が、同時に多くの精霊を信じている。

●

-16-

cable SHIK[IE



カンチ通信 NO。 6 5月 2日 ヤルボディンにて

ナマステ〃 前便NQ 5を 書いてか ら 1ケ 月半が

過ぎました。この間ベー スキ ャンプ入 りしてか ら

35日 間偵察隊の登山に関する目標のほぼ全てを達

成 し、本隊の基本計画を作成することが出来まし

た。ヤル ン谷に入った別 のスパーティの成果につ

いては以下のとおりです。

1)メ キシコ隊

5月 4日 隊員 2名 とシェルパ 1名 が PM5:00
ヤル ン, カ ン (8,505π )の登頂 (第 3登 )に成

功 したもののシェルパのみが生還。隊員 2名 は遂

に戻 りません。詳細は不明、 ファイナルキ ャンプ

は 7,700～ 7,900π 5月 12日 下山。

の 西 独 隊

5月 15日 隊員 1名 とシェルパ 3名 が PM2:00
カンチ主峰 (8,598π )の第 5登 (5/14同志会

が成功 と云 う噂を前提に して)に 成功。シェルパ

1名 はノー酸素。 ファイナルキ ャンプは 7,650π 。

5月 17日 下山開始するも 150個 近い荷があり、殿

りは我が隊のす ぐ前。

我 々は 5月 23日 BCを撤収。 しか し、15名 のポ

ーターが集まらない。西独隊が苦労 しているのも、

農繁期のためで もあ りうる らしい。23日 下山 日に

は、 1973年 ヤル ン ●カ ンに眠るAACKの 故松田

隆雄氏の墓を全員で参拝 した。 コーナー台地は我

々の BCから 1時間半であ った。

5月 27日 約 2ケ 月ぶ りに最奥の部落 ヤンポディ

ンに着 きました。 ラ ミテ付近の 3,000πで は藪鶯

が、 2,000れ では、カッコウとセ ミが鳴き、 この

テ ン トサイ トでは早 くもコオロギと鈴虫が合唱 し

ています。モンスー ン前の風情で しょうか。

ツ ェラムからの下 りでは、あんなにも全山を覆

った ラリグラスも流石に終 りとな り松や杉にか ら

まるサルオガセが 目立 ちました。 ヤ ンポデ ィ ン近

くでは野イチゴ (赤 )木イチゴ (黄)が新鮮な果

物 として我 々を喜ばせ、又馬鈴薯の白い花が 日本

を思い 出させて くれます。

帰路キャラバ ンは「イ ラム」に出て車にてカ ト

マ ンズヘ向う予定です。ダー ジ リンは近いのです

が ビザがないので全員諦めて、カ トマ ンズで報告

書を まとめ順次帰国 (6月 15日 以降)の予定です。

最後のカンチ通信No 7は イラン迄 のキ ャラバ ン風

景をカ トマ ンズか らお届 けします。

ヤ ンポディンにて (山 森記 )

カンチ通信 No。 7 6月 6日 カ トマンズにて

5月 29日 、20名のポーターと共に最奥の部落ヤ

ンポデ ィンを出発。イラムまで 8日 間の請負制で

契約 したため、朝 6時半か ら夕方 6時頃まで歩 く

と云 う強行軍でイラムには 6日 後の 6月 3日 到着。

さすが強者揃いの隊員達 もいささか疲れ気味で し

た。

イラムの一 日手前に「スケ ポカ リ」と云 うカンチ

ェンジュンガ山群の展望台があ ります。標高 2,650

m夜は少 々冷え込みますが、 シッキムのパ ンディ

ムの秀麗な姿を見ることもで き、何よりも疲れた

体 とはいえ、おい しい「 ロキシー」があ ります。

イラムか らは、チャー ターバスでイン ドとの国

境の街「カカル ビッタ」.で一泊 し6月 5日 ダマ ン

峠か ら夕焼のカ トマンズ盆地を見下 ろしPM6時

無事 カ トマンズに帰着 しました。

拙 い通信で したが、これにてカ ンチか らの報告

を終了いた します。        (山 森記 )

御支援 いただきま したカンチ偵察隊は、予定の

偵察活動を終え、 6月 28日 、山森隊長以下、若尾

山田,角 田,片 岡隊員の 5名が無事帰 しま した。
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遠征学入門

実践編

遠征時期 と期間の

決定について

清水 澄

前回までは遠征の実践に関する精神論,観念論

を述べた。尽くせぬ部分が多いが、いつまでもそ

こに執着していたのでは遠征は前へ進まないので、

今回か らは実務的,技術的な遠征構築の方法論に

ついて述べて行きたい。つまり実際面での決め方,

考え方,行ない方といった部分、カッコよく言え

ばノウハウとか言うようであるが、清水式遠征イ

ロハと思 っていただきたい。こうなると具体性を

増すので、多くの遠征分野中の登山、それもヒマ

ラヤ登山に限って述べさせていただ くしか能がな

い。またあくまで一般論であることをご承知願い

たい。

れる。春は、低温と強風の厳 しい冬が終 り、雨期

である夏に入 る以前の、温暖な天候安定期で登山

に好適である。雨期 (モ ンスーン)の前 とい う意

味で、プレ ●モ ンスー ン期 と言われる。一方秋は

ポス ト0モ ンスーン期と呼 ばれ、雨期が終り、冬

の強風が吹 き出すまでの天候安定期である。

プ レ●モ ンスー ンとポス ト・ モ ンスー ンではそ

れぞれ長短があ り、三概にどち らが有利 とは言い

がたい。プ レ期は 日毎に暖かさが増 し、 日照時間

も長 くなる利点がある。けれども、判然 とは予定

し得ないモ ンスー ン開始期に追われての登山で あ

り、余裕を多 くとるための入山時期の繰 り上げは

冬の雪に悩まされることになる。アプ ローチでの

峠越え、又はベー ス・ キ ャンプ付近の標高の高い

所で雪に遭い難儀する話は、キャラバ ン開始時期

の早い登山隊では、ままあることである。従って

後述する登山期間とも関連す るが、期間を長 くと

るとい う目的のみで入山時期を早 くす ることは、

あまり得策 とは言いがたい。通常は 3月 末か、 4

月始めにベース・ キ ャンプ入 りとなるべ く、予定

を組むのが普通である。モ ンスー ンが始 まるのは

平常では 5月 下旬頃と言われているので、登山期

間としては普通には充分である。

これに反 してポス ト・ モ ンスー ン期は、日毎に

寒さが増 し、 日照時間も短か くなることが不利と

されてい るが、雨期終末期の うちにベース・ キ ャ

ンプ入 りは勿論の こと、その上の低所キ ャンプを

作 るぐらいの登山は可能 である。この様 にすれば

モ ンスー ン終了と共に高所に出て、厳 しい寒気が

せ まる前に登山を終 ることが出来 る訳である。雨

中のキャラバ ンは苦労 も多いが、プレ期の雪の峠

越えといった決定的な トラブルは少ない。モ ンス

ー ンは 9月 上旬ないし中旬に明ける様であるので、

8月 20日 近辺をメ ドにキ ャラバ ンを開始する登山

隊が多い。ポス ト・ モ ンスーンの終末を限 るのは、

冬の風 と言 われ る偏西風の吹き出しである。一般

に11月 に入れば登山には全 く不向きになるとい う

ことで、 10月 中に終 るように予定が組まれ る。当

然高ければ高い山ほど風、寒気 とも厳 しくなる訳

で、早 く終了 しな くてはならないのであるが、攻

略には手間どるので相反する条件 となって しまう。

しかし登山期間 としてはやはり普通 には充分で

Ⅳ

気象に制約される登山時期

登山時期の決定は、目指す登山に最も有利でか

つ隊員にとっても好都合な時期とされるのが普通

である。しかし、積極的に厳 しい気象の時期を選

んでの挑戦も、最近は考えられる様になって来た。

一般的に、ヒマラヤでは春か、秋の季節が選ば
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あり、 この点ではプ レ ●ポス トとも大差ない。

さてこの時期の気象の概況であるが、 ヒマラヤ

では他の季節よりも安定、良好であり、登山シー

ズ ンとされる訳である。けれども小 さな変化は起

っているので、いつ も天気は良い もの と信 じては

な らない。プ レ・ ポス トとも大概は午後 には、 日

射により暖ため られた上昇気流によって雲が発生

し、それが降雪となることも多い。その際、雷を

ともなう場合があ る。 しかし夕刻には晴れ る。こ

れは日常変化であ り、降雪 も大過はない。問題な

のは終 日の崩れであ り、大雪の降 ることもあるの

で、雪崩などに充分の注意をする必要がある。 こ

の方 は低気圧,不連続線,局所気流などによって

起 るものであり、 どちらかというと湿潤な空気の

多いプ レ期により多 く起 き、それもモンスー ン期

が近づ くにつれて更に多 くなると考え られている

が、 ポス ト期 も安心で きるというものではない。

この変化はマス的な気象通報ではなかなか とらえ

に くいので、登山隊 としては観天望気が大切 とな

り、その山岳での変化のパ ターンを早 く掴む こと

である。勿論、現地で放送 されている気象通報の

高層気象の変化をキャッチす ることは重要である。

が、一般の登山隊ではそこまで手がまわ らないの

が実状のようである。要は今遭遇 している気象の

崩れが、 日常変化によるものなのかそうではない

ものなのか適確に、 しかも早急に判断 して処置を

とることである。ヒマラヤでは少 々多い目の雪 (10

m程度以上)が降 った ら、新雪表層雪崩は必ず出

るものと思わなくてはな らない。

この ことについては、新たに頃を設けて詳述を

試みる予定である。

順 応 と衰 退 が作 用 す る登 山期 間

期間をどの程度にするかは遠征デザイ ンの上で

重要である。一般に高い山, むづか しい山でも時

間をかければ、何とかなるものと思われる。しか

し実際には、資金,休暇,規模などに制約され、

更に現地の気候などの影響も受けて、いたずらに

期間を長 くとることは出来ない。更にヒマラヤの

ような高所登山では、人体に与える高所の影響に

よって、限 られた期間で しか登山活動をすること

が出来ないのである。

高所では酸素が充分にとれ ないため、人体はさ

まざまな影響を受ける。この影響 に打 ち克つ能力

が高所順応の力であり、如何にうまく順応するか

が高所登山の最大の課題で,あ る。最近の高所医学

によって順応 (順化)の 問題はか なりにまで解明

されてきたが 、それでも未だ解 らない ことも多い

とい う。ここで高所順応の問題を 論ずるつもりは

ないので、登山期間を定める上で必要 な最低の知

識だけを記すにとどめる。人間が一世代だけに限

って永住できる高度は 5,400π で あ り、それ以上

の高度では一旦順応 した体 も、いづれは衰退 して

死に至 る。 しか し滞在の期間が短か ければ、衰退

す る方は目にみえず、充分に順応 して活動が出来

るのである。けれども更 に高度を上げ 6,800π 以

上 になれば、もはや順応の能力も衰退の勢力に克

つ ことが出来ず、日一 日と弱って しま う。そ こで

高所登山では、 6,800π以上での滞在を極力少な

くすることは勿論、総体の登山期間を妥当な限 り

短か くす ることが必要 となる訳であ る。登山期間

が短かければ短かい程よいとい う訳 にいかないの

は、人体が高所に順応するのにあ る程度の期間を

要する為であり、更に高所に登れ ば またその高度

に順応 しな くてはならないか らで ある。

期間を長 くとり、セオ リーに従えば順応は うま

くい くが、長 くなり過 ぎると今度 は体が弱 って し

ま う。 そこで、そのバラ ンスのとれた適当な期間

を定めな くてはならない。数多 くの登 山隊の経験

か ら知 られた ことは、ベース・ キ ャンプ以上での

登 山行動が45日 程度が一番良いとい うことであ る。

これより短縮 出来 るのは、山が低 くて行動 日数に

多 くを要 さない場合のみである。逆 に、山が高 く

困難でこの 日数では到底登れない場合は、行動率

休養 (な るべ く低所で), 酸素などで、体力を衰

弱 させ ない様に補 っていかねばな らない。

そこで登山期間は45日 を標準 と し、山の難易 ,

高低, 好天率などを加味 して定めな くてはな らな

い。 しか し通常は余程事情の解 っている山でない

限 り、 45日 以下の 日数 とす ることは得策ではない。

折角頂上を目前に して、時間切れ、物資切れでは、

遠 い所を遠征 に出かけて も悔いが残 ろうとい うも

のである。

-19-



ヒマラヤ閑話 (32)

ヒマラヤの虎
ヽ
コ
ノ

９
“

／
１

ヽ

五百沢智也

ネパールのタイガー・ トップスでの経験がきっ

かけとなって、ヒ.マ ラヤ山麓の野生動物を含む自

然観察に興味を持 った筆者は、インドで も、コー

ベ ット国立公園とカジランガ野外動物保護区の 2

個所で観察旅行を試みてみた。

ニューデ リーのウッタルプラデシュ州事務局に

行って コーベット公園の宿泊申込みをやったとこ

ろ、一晩のキャンセルがあるだけで、あとはしば

らく満杯がつづいているということだった。そこ

でとりもなおさずその一泊を拾うことにし、さっ

そ く30ル ピーの前金を支払った。

コーベット国立公園は丘陵都市ムスー リーとナ

イニタールを結んだ中間地点にある。デ リーから

見れば東北束の方角で、距離は直線で約 2001mと

い ったところか。

インドには合計19の 野生動物保護地区があり、

アジア唯一のライオン棲息地であるギル森林や、

一本角白サイや野生インド象の多いブラーマプト

ラ河畔のカジランガ湿原などは有名である。

ヒマラヤ山麓では、カシミール州のダチガム保

護区、ウッタルプラデシュのコーベット国立公園

西ベ ンガル州でブータン国に近いジャルダパラ保

護区、アッサム州でやはリブータンに近いマナス

保護区の 4つがある。

コーベ ット国立公園は、1935年 の創立以来ハイ

レイ国立公園と称して来たものを、狩猟家として

そして作家として有名なジム・ コーベ ットの名を

記念して1957年 に改名されたものである。

公園の地理的位置は、ネパールのチ トワン国立

公園と似ていて、ヒマラヤの南縁部にあるシワリ

ーク丘陵にかこまれたデューンというか ドウンと

い うか、沙羅双樹 (Shorea rob■ ね )林におおわ

れた盆地地形のところであり、北緯
"度

30分、東

経 79° の附近の一帯 にある。ここは ジム・ コーベ

ッ ト氏が作品の中で紹介 した虎の生活舞台そのも

のであ り、 RWチ ャンピオ ン氏の虎の写真 も多

くはこの地で撮影 された ものである。

この保護 区で見 られ る野生動物は、虎のほかに、

豹,ハ イエナ, ジャッカル, 野生犬,野生象, サ

ンバー (大鹿), チタル, ホ ッグ鹿, ほえ鹿,熊

が 2種類, ワニもクロコダイルと鼻先のとがって

長いガ リアル、それにマッガーの 3種が住み、マ

アシアという大型の魚もいる。鳥 も鶯やイ ンドト

キ コウなどかな り豊富だ。 こうした保護区は、樹

木や草の葉が繁 ってい る期間は、動物 たちの生活

はいいが観察には不向きな時期である。 コーベッ

トの最適期は 3月 , 4月 で、魚釣もこの期が良い。

5月 もまあまあだがちょっと暑すぎるし、 2月 も

まあいい方である。

筆者がキ ャンセルを拾 ったのが1973年 の 3月 19

日の夜の分だか ら、時期 としてはベス トというわ

けであった。曜 日も月曜だか らどこも休みのとこ

ろはない筈 と、前 日に長距離バスの ター ミナスビ

ルに近いところに宿がえ し、その ター ミナスまで

歩いて乗 り場と時間をたしかめておいた。ここま

では良かったのだが、あとが良 くなか った。

さて当日、 5時30分起床、 6時 15分朝食、 6時

半出発。 ター ミナスの乗場へ くると様子が変だ。

バスがいない しお客 もす くない。いつ もここター

ミナスは各州へ出る長距離バスが早朝発が多いの

で暗い うちか ら混みあっていて、バ スもた くさん

荷物のつみ こみをやっているはずなのに、ガラン

としているのだ。訊 くと今日はホリデーだからバ

スは出ないと言うのだ。 このホ リデーは聖なる日

すなわちホー リーデーで宗教行事が くる祝日なの

だ った。 ヒン ドーの神話の変装で敵をあざむいて
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村人は菜種油を使用 しているが、 トレッカーに

は、サラダ油,バ ターで料理す ると言う。パ ンや

チ ャパティに、イチゴジャムやママ レー ドが再 々

出されたが、 これ らは中国産で、ハ チミツは濃度

こそ薄いがネパールで採取 され る。

(二)野菜及 び果物

ポーターが背負 っていた竹籠 には、 ピーマ ン
,

人参,胡瓜, カ リフラワー等、形 こそ小 さいが、

我国にある野菜は殆 ど見受け られた。山路には、

い ら車 わ さび, 里芋 もあり、農婦が摘んでいた

青菜は炊めて食べ ると言 う。野菜の炊め料理を総

称 しカー リー と呼び、油を使用 し有色,無色野菜

か らの ビタ ミン利用を大にしている。果物 も豊富

で、 Jalbireを 過 ぎた 945π地点で大きなマンゴ

ーの木を 1,080 π Khlamsangnを 少 し下 った所に

は、バナナが生育 している。林子, オ レンジもあ

り、特にオ レンジは、疲れた身体 には、 とて も美

味 しく、 ビタ ミン類も、量を確保す るなら不足は

なかろう。

一つの村に定着 し観察 した訳でな く、正確 な事

は言えないが しか し、生きるために、最も大切な

食生活も、食品の種類では我国 と余 り相異ない程、

揃っている。唯、その摂取量がどの程度かである。

生産 されても、 自らの健康維持 の為ではな く、生

活費に消え、住民は粗食を しい られ るとすれば間

題であり、我 国の様に肥満か ら生 じる成人病対策

が、叫ばれる昨今 と比較 し考えさせ られる一面で

ある。道路状態が、良 くな りつつあるとは言え、

この辺はまだ、水田のあぜ道に手を加えた程度が

街道で、終 日、あえぎ登 る農民には、徒歩交通以

外の何物 もない。それ故、消費エネルギー大き く、

肥 満になるには及ばないのかもしれ ない。

食事はもちろん、荷物か ら、テ ント張 り全て他人

まかせで、まさしく大名登山である。ポーターの

中には、童顔の少年か ら病弱な大人 と、体力,年

令差があるにもかかわ らず、荷物は殆 ど同量で職

業 と言 ってしまえばそれまでだが、大変な労働で

ある。

<服装及び装飾品>

朗 らかなシェルパニーを始め、村人の服装が入

り混んだ山合いの自然に調和 し、素朴な、心が伝

わ って くる様で捨て難い情景の一つである。女性

の全てが農作業の時で さえ、ネ ックレスやブレス

レッ ト,指輪, イヤ リングを身に付け、中には鼻

輪を している人もい る。 これは、お守 りの役 目も

して いるそうで、そう言えば乳幼児までがネック

レスを してい る。驚いた事に 2,175 π Ghypcheで

70才位の老婆が耳に 2個 もイヤ リングを通 し、其

の一つは、赤青黄の石細工を施 した、直径 5(m位

の円型で、良 く見ると重い為か、更にひもで耳に

引 っ掛けている。 この老婆 は、美 しいチベ ッタ ン

シューズをはいでいたが、写真を撮 り終 るや否や

素足 になって来た。 大部分の村人 は、素足である。

村人に とって写真は貴重な品で、玄関先 にカタと

呼ばれる白い レースを掛 け大切に飾 っている。

2,550 π Gorumo村 で、写真を撮 る為に正装 し

て現われた老婦人 も、道中、堆肥を運んでいた若

い娘達 も皆、巻スカー トの民族衣裳である。緑青

紫系、赤, ビンク,オ レンジ系、黄色 と多彩で、

図柄 は渋い無地 も多いが、唐草模様の大小や横縞

模様 、そ して小花を散 りばめたのが多 く、大胆な

抽象模様は見受 けない。一枚の布を上手に巻き、

中には、歩きやすい様、箱残を数本入れ結んでい

る人 もある。又、衣裳が、 どんなに汚れ破れてい

て も、女性 (子供で も見受 けた)は一反 もあ りそ

うな白地を腹部 に巻き付けている。冷か ら身体を

守 る生活の知恵だろうか。

<神聖な水場 (パ ーニ コダーラ)>
ネパールの女性を知 るべ く、早朝の水場をのぞ

いてみた。なる程、暗い内か らピカピカに磨かれ

た水壷 (ガ ロワ)をかかえ、三 々五 々現われた。

ヒンドウ教では性の悦びを表現 した偶像物が多 く

あちこちの村 で見受けたが中でも、この水場は神

聖な所 と考え られ、G」 tigeで は男性の シンボル

を型 どった水□か らは、冷たい水が流れ、下の受

石は女性を表わ し、傍には石像が貼 り付 けてある。

又、何年前の建物か判 らないが Chautaraの寺院

で見た軒柱に も、性の営みを彫 った沢山の木彫が

あ り、見事 な出来ばえである。美的感覚 の鋭いネ

ワール人の作だろうか ?K』am Smgllか ら Jal‐

bire に来る途中、大きな菩提樹の横に ヒン ドウ

のMAHADEP神 を奉 りTIPSOLと 呼ぶ 3本の

木を型どったもの と共に、やはり男女を表現 した

ものがある。

-23-



話は横道にそれたが……。洗顔の時、サ リーの

端を上手に後へ廻し、濡す事はしないが手拭き代

りに手鼻を した後も使っている。歯やガロワは墨

の様な棒を石上でこすりそれで磨いているところ

をみると木炭かもしれない。彼女達に手鏡と化粧

品を勧めてみた。それはどこの国の女性も同じで

無器用であったが、恥ずかしそうに化粧 し、ニコ

ニコしなが ら消えて行った。

<温泉 (タ トパニ)>
鼻歌の一曲も出そうな、のんびりした日本の温

泉を考えてはいけない。 K)dariの近くにタ トパ

ニがあると聞き喜んだのもつかの間、適温の湯が

多量に出ているが、ひざ下までしか溜めず、しか

も、サリーを着たままの水浴で、更に、その中で

洗髪をし、郷に入っては郷に従えと言えども、そ

の時はとても入る気にはならなかった。道中小川

の流れで水浴を している笑えましい親子にも出合

った。

<踊  り>
陽が沈む頃には、何処からともなく村人が集ま

り、たき火を囲み、太鼓, ハーモニカ, ウクレレ

に似た楽器に合わせ、隊員共 一々 日の疲れを忘れ

歌い踊 るのも、和やかで愉しい。 リズムは、強弱

を交互に入れる単調なものだが村人にとっては最

大の娯楽である。

電燈の無い彼等は、たき火が唯一の明りで帰路

を照 らすべくそのたき火を 1本 2本 と手にして行

く姿は、浪費生活に慣れ、しかも文明大国と思い

上っている者には、反省を余儀なくされる。

カセ ットコーダーには、シェルパーや、村人の

唄が沢山録音されて居 り、その時 々の状況を思い

出させて くれる。

機械文明に振りまわされ、一刻一秒を争う毎 日

か ら離脱 した数日であるが、険しい山村に生きづ

く村人の生活に触れ、人間本来の協同生活をみた

思いである。

事務局日誌

摘 要

カンチェンジュンガ委員会 (ルーム)

H.c.サ リー ン氏連絡
S.ク マール氏連絡、 カンチ偵察隊より

カ トマ ンズ帰着連絡
ナンダ・ コッ トアプリケーション作成
文部省提出資料タイプ、特別講演会

(郵便貯金会館)

ナンダ・ コットアプ リケーション提出

事務協議 (岐阜 稲田・ 岩水)、 資金

協議 (名古屋)

運営協議 (多治見 柴田会長宅 会長

稲田・ 岩水)

イ ンド・ ヒマラヤ研究会 アレンジ文書
送付
「 ヒマラヤ」 104号校正
カンチ偵察隊 (山 森・ 山田・ 若尾・ 角
田)帰国
在カ トマンズ菊地評議員とu、 山書の

会ルーム使用

「 ヒマラヤ」104号完成
SR.シャルマ氏手紙
「 ヒマラヤ」 104号発送
マスコミ関係、後援協議 (岐阜,名古

屋 )、 インド・ ヒマラヤ集会 (岐阜)

日本山岳協会 高橋′丹部・鎌田副会長
と協議 (稲 田・ 山森)

文部省資料作成

摘 要

文部省へ登 山学校説明 (山 森 )

ニ ューデ リー菊地評議員とuにて打合
都岳連へ法人関係協議、東京定例集会
(ルーム)、 運輸省協議 (山 森 )

事務局員 松本正城氏本 日付 で退職

○編集部移転のお知 らせ
本誌 101号 から行な ってまいりました臨時編集

部での業務は、今月号をもって終了いたします。

今後は、従来通り下記において業務を行ないま

す。 5ケ月間の御協力を感謝いた します。
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ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

11'等 ′′

●新宿登山本店 /〒 160東 京都新宿区百人町 2-2-3● 03(208)66011代 ,

0新宿西口店 /〒 160東 京都新宿区西新宿 1-16-7● 03(346)0301

0水道橋 ハー ドギアンョップ ′
′
〒101東京都千代田区三崎町 2-8-14● 03(264)5575

0水道橋 ソフ トウェアシヨ ンプ /〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-6● 03(264)8901

0大宮店 /〒 330埼玉県大宮市宮町 2-123● 0486(41)5707

0高崎店 /〒 370群馬県高崎市新町 105●0273(27)2397

0 1CI通販部 /〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和 ヒル内●03(2oO)7219

´―・~~~,

′C7ス キー

本 屋

山月ニホ店
テニス用ニ

′C′ サッカー・|"摩 用呂

池
袋
一　

　

明

治
通

り

　

至
新

大久保通リ 至右 松 町

E=コ



|■IL
/
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ヒマラヤとアルプスヘの登山は、名古屋の絣井(HAJ会 員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7-35ホ テルニューナ」ヤ 747号室 〒450● (052)583-0747
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